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優
秀
賞　

教
育
長
賞　

笠
岡
市
立
城
見
小
学
校
４
年　

渡
邉　

心
彩

（
絵
の
説
明
）

ミ
ル
ク
か
ら
で
き
る
フ
ァ
ミ
リ
を
描
い
て
そ
の
中
で
も
私
は
牛
乳
が
好
き
と
い
う
意
味
を
込
め
て
蒜
山
高
原

を
バ
ッ
ク
に
描
き
ま
し
た
。

令
和
４
年
度

「
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞
作
品



お
か
や
ま
ミ
ル
ク
フ
ェ
ア
２
０
２
３
を
開
催

　

11
月
３
日
（
文
化
の
日
）、
岡
山
県
酪

農
乳
業
協
会
・
お
か
や
ま
酪
農
業
協
同
組

合
主
催
に
よ
る
「
お
か
や
ま
ミ
ル
ク
フ
ェ

ア
２
０
２
３
」
が
岡
山
市
北
区
の
北
長
瀬

未
来
ふ
れ
あ
い
総
合
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
が
変
わ
っ
て
、
お
客
さ
ん
が
来
て

く
れ
る
の
か
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
秋

晴
れ
の
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
家
族

連
れ
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
来

場
者
数
２
０
，０
０
０
人
主
催
者
発
表
）

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
令

和
５
年
度
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会

場
内
に
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・
優
良
賞
を

受
賞
し
た
子
ど
も
た
ち
の
力
作
、
合
計
45

点
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

併
せ
て
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
の
岡
山
県
大
会
出
品
作
品
10
点
の

パ
ネ
ル
も
展
示
し
、
多
数
の
来
場
者
に
ご

覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

毎
回
好
評
の
「
親
子
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

作
り
体
験
」
と
「
親
子
バ
タ
ー
作
り
体
験
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
た
く
さ
ん
の
親
子
が
手

作
り
の
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
青

年
部
は
「
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
記
念
撮
影
」

や
「
ロ
ー
ル
に
お
え
か
き
」、
女
性
部
は

ミ
ル
ク
な
べ
の
販
売
と
牛
乳
も
ち
の
試

食
、
牛
乳
パ
ッ
ク
工
作
で
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
大
変
な
賑
わ
い
で
し
た
。
岡
山
県

畜
産
課
と
中
国
生
乳
販
連
は
「
牛
乳
消
費

拡
大
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
」
で
酪
農
の
現
状
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
か
ら

新
た
に
「
酪
農
な
ぞ
解
き
コ
ー
ナ
ー
」
を

出
展
。
家
族
で
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
酪
農
に

関
す
る
ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
会
場
内
を

巡
り
、
酪
農
を
学
ん
で
賞
品
を
目
指
し
て

い
ま
し
た
。
全
部
を
紹
介
し
き
れ
ま
せ
ん

が
、
お
客
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

コ
ー
ナ
ー
を
た
く
さ
ん
設
け
ま
し
た
。

　

酪
農
乳
業
協
会
の
乳
業
メ
ー
カ
ー
の
ほ

か
、
６
次
化
産
業
に
取
り
組
む
組
合
員
も

出
店
さ
れ
、
主
力
商
品
の
Ｐ
Ｒ
と
牛
乳
・

乳
製
品
を
販
売
し
て
い
た
だ
き
大
盛
況
で

し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
子
ど
も
た
ち
に
大
人

気
の
「
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン

シ
ョ
ー
」
や
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山
チ
ア
ダ

ン
ス
ス
ク
ー
ル
に
よ
る
ダ
ン
ス
が
開
場
を

沸
か
せ
、
ス
テ
ー
ジ
の

前
は
身
動
き
が
取
れ
な

い
ほ
ど
で
し
た
。

　

今
年
も
岡
山
県
厚
生

連
に
よ
る
「
骨
密
度
測

定
」
及
び
岡
山
県
栄
養

士
会
に
よ
る
「
栄
養
相

談
」
も
行
わ
れ
、
多
く

の
方
に
牛
乳
の
大
切
さ

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

一
日
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
牛
乳
に
関
わ
る

人
た
ち
が
一
丸
と
な
っ

て
、
牛
乳
・
乳
製
品
の

消
費
拡
大
、
酪
農
業
の

理
解
醸
成
に
貢
献
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
来
場
者
か
ら

「
楽
し
か
っ
た
」
と
喜

ん
で
も
ら
え
て
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
ミ
ル
ク
フ
ェ
ア
に

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

出
展
者
、
並
び
に
関
係

者
の
皆
様
方
に
心
よ
り

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

（
事
務
局
）

主催者の挨拶

表彰
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令
和
５
年
度「
中
国
地
区
牛
乳
・
乳
製
品
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」開
催

　

11
月
18
日
、「
中
国
地
区
牛
乳
・
乳
製

品
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
（
中
国
生
乳
販
売
農

業
協
同
組
合
連
合
会
主
催
）」
が
岡
山
市

南
区
浦
安
本
町
の
（
公
財
）
岡
山
県
学
校

給
食
会
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
総
数
は
、１
，１
４
１
点
（
岡

山
県
は
４
４
７
点
）
で
各
県
の
牛
乳
普
及

協
会
、
酪
農
乳
業
協
会
よ
り
推
薦
を
受
け

た
10
名
が
１
時
間
の
制
限
時
間
の
中
で
牛

乳
・
乳
製
品
を
利
用
し
た
自
慢
の
料
理
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

最
優
秀
の
農
林
水
産
省
中
国
四
国
農
政

局
長
賞
に
は
、
山
口
県
代
表
の
石
井
美
希

さ
ん（
山
口
県
立
田
布
施
農
工
高
等
学
校
）

「
自
然
薯
の
和
風
グ
ラ
タ
ン
」
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
優
秀
賞
の
中
国
生
乳
販
売
農
業

協
同
組
合
連
合
会
会
長
賞
に
は
、
島
根
県

代
表
の
伊
藤
悦
子
さ
ん
（
松
江
栄
養
調

理
製
菓
専
門
学
校
）「
あ
れ
！
さ
っ
ぱ
り

と
し
て
お
い
し
い　

ミ
ル
ク
焼
ギ
ョ
ウ

ザ
！
」
と
角
田
成
実
さ
ん
（
松
江
栄
養
調

理
製
菓
専
門
学
校
）「
み
る
く
餅
チ
ー
ズ

天
」
の
２
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

高
校
生
た
ち
が
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん

で
作
る
料
理
は
毎
回
感
動
し
ま
す
。

　

最
優
秀
賞
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
考

に
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
生
乳
課
）

入
賞
者

最
優
秀
賞

（
農
林
水
産
省
中
四
国
農
政
局
長
賞
）

・
石
井　

美
希（
山
口
県
・
高
校
生
）

　
　

自
然
薯
の
和
風
グ
ラ
タ
ン

優
秀
賞

（
中
国
生
乳
販
売

農
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長
賞
）

・
伊
藤　

悦
子（
島
根
県
・
専
門
学
校
生
）

　
　

あ
れ
！
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
お
い
し
い

　

ミ
ル
ク
焼
ギ
ョ
ウ
ザ
！

・
角
田　

成
実（
島
根
県
・
専
門
学
校
生
）

　
　

み
る
く
餅
チ
ー
ズ
天

最優秀賞の「自然薯の和風グラタン」

★材　料（４人分）

　自然薯…………………800ｇ

　牛乳……………………200㎖

　玉ねぎ…………………1/2個

　ベーコン………………130ｇ

　マッシュルーム………６個

　
Ａ
　白だし……………大さじ３

　　　塩こしょう………４つまみ

　パン粉…………………大さじ４

　ピザ用チーズ…………200ｇ

　きざみのり……………適量

　きざみねぎ……………適量

　かつおぶし……………適量

★作り方
　【下準備】
　自然薯のひげ根をコンロで焼き、オーブンを
200℃に予熱しておく。
①自然薯をフリーザーパックに入れて、麺棒など
でつぶす。
②マッシュルーム・玉ねぎを縦に薄切りし、ベー
コンは幅１㎝に切る。
③①に牛乳・Ａを加えて、よくなじませる。
④③に②を加えて混ぜる。
⑤④を耐熱皿に入れ、ピザ用チーズ・パン粉をの
せる。
⑥200℃のオーブンで10～13分焼き、160℃
で２～３分焼き色がつくまで焼く。
⑦焼きあがったら、きざみのり・きざみねぎ・か
つおぶしをお好みでのせて完成。
※自然薯は長芋でも代用できます。

レシピ紹介
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令
和
５
年
度
下
期
牛
群
審
査
お
よ
び

後
代
検
定
娘
牛
に
か
か
わ
る
体
型
調
査

が
10
月
31
日
か
ら
11
月
９
日
に
か
け

て
、（
一
社
）
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登

録
協
会
椛
沢
洋
二
審
査
員
に
よ
り
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
審
査
で
は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

種　

６
戸
１
３
３
頭
、
体
型
調
査　

14

戸
99
頭
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
審
査
事
業
６
戸
19

頭
、
ロ
ボ
ッ
ト
調
査
事
業　

２
戸
19

頭
、
合
計
２
７
０
頭
の
審
査
を
行
い
ま

「
ハ
ツ
ピ
ー
グ
ロ
ー
リ
ー　

ビ
ク
ト
リ

ア　

ペ
ト
ロ
ン
」
号
（
平
成
29
年
５
月

５
日
生
、
２
産
）
の
２
頭
が
２
年
連
続

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
審
査
お
よ
び
調
査
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
組
合
員
の
皆
様
、
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
の
審

査
の
際
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
生
産
支
援
課
）

し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
美
咲
町

の
吉
原
直
樹
さ
ん
所
有
の

「
グ
ラ
ン
デ
イ
ー
ル　

ナ

ツ
ト
ウ
マ
キ
」
号
（
平
成

30
年
５
月
９
日
生
、
４

産
）
が
92
点
を
獲
得
し
ま

し
た
。
ま
た
、
90
点
を
獲

得
し
た
牛
は
真
庭
市
の
㈲

長
恒
牧
場
の
４
頭
、
岡
山

市
の
妹
尾
優
佳
さ
ん
の
３

頭
、
真
庭
市
の
（
公
財
）

中
国
四
国
酪
農
大
学
校
の

２
頭
で
、
う
ち
妹
尾
優
佳

さ
ん
所
有
の
「
ヒ
ー
ル
ク

レ
ス
ト　

ス
ノ
ー　

ロ
ン

グ
ヘ
イ
ブ
ン
」
号
（
平
成

29
年
６
月
７
日
生
、５
産
）

と
、
㈲
長
恒
牧
場
所
有
の

令和５年度下期牛群審査成績高得点牛
89点以上（ホルスタイン種）
市町村 受審農家名 名　　　　　　　　号 年　齢 決定得点

美咲町 吉 原 直 樹 グランデイール　ナツトウマキ 5-05 92

真庭市 ㈲長恒牧場 ロンゲスト　プロミネンス　モントレー 4-03 90

真庭市 ㈲長恒牧場 ロンゲスト　マダム　ＫＤ　ゴードン 4-06 90

真庭市 ㈲長恒牧場 ロンゲスト　キングスウエイ　ユニクス　ＥＴ 4-06 90

岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　ジヨイジヨイ　アスカ　フタゴ 5-06 90

岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　ジヨイジヨイ　チヤゲ　フタゴ 5-06 90

真庭市 （公財）中国四国酪農大学校 カヤベ　セイエラ　ユニクス　ホルン 5-10 90

岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　スノー　ロングヘイブン 6-04 90（EX-2E）

真庭市 ㈲長恒牧場 ハツピーグローリー　ビクトリア　ペトロン 6-06 90（EX-2E）

真庭市 （公財）中国四国酪農大学校 カヤベ　プライド　アイオーン　カナデ 6-07 90

初産で85点
市町村 受審農家名 名　　　　　　　　号 年　齢 決定得点

美咲町 吉原　直樹 グランデイール　ドクター　キンキラキン　ＥＴ 2-07 85

美咲町 吉原　直樹 グランデイール　チツチヨ 2-08 85

令
和
５
年
度
下
期
乳
用
牛
体
格
審
査
報
告

「グランデイール　ナツトウマキ」号
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はじめに
　いつも大変お世話になっております。
　夏が終わり、少し涼しくなった気候を楽しめたのも束の間、日々寒さが増しており、人も子牛も体調
を崩しやすい時期となってきています。体調管理に気を付け、日々健やかに過ごしていきたいと存じま
す。
　さて、今回は新生子牛の分娩後処置につきまして、特にヘソの処理に着目してご紹介させていただき
ます。皆様ご存じの内容ばかりかとは思いますが、お付き合いいただけると幸いでございます。
分娩時の介助について
　自然分娩においては、子牛が産まれた後、母牛が立ち上がる際にへその緒は自然と切れます。この場
合、ヘソの緒は真ん中付近にてほぼ一定の位置で切れ、細動脈も子牛の腹内へ自然と収まります。
　これに対し、分娩介助中、無理な牽引でヘソの緒が引きちぎられると、真ん中ではなく子牛に近い位
置で切れやすく、出血や細菌感染につながりやすくなってしまいます。介助が必要な場合でも一気に引
き出すのではなく、母牛のいきみに合わせて少しずつ引っ張ることが大事です。また、子牛が腰まで出
てきたら牽引を止め、あとは母牛のいきみに任せることも有効な手法となります。
分娩後の処置について
　子牛が産まれ落ちる分娩房の床は、可能な限り清潔で乾燥していることが望ましいです。湿潤した環
境では細菌が繁殖し、出生直後の子牛への感染のリスクが高まるためです。
　また、ヘソの緒の消毒も重要となります。消毒は霧吹きやディッピング容器を用いてたっぷりと消毒
液を塗布します。この際、搾乳用ディッピング液ではヨウ素濃度が低いため、効果が薄い場合がありま
す。全酪連では、７％ヨードチンキを用いた消毒を推奨しています。
　ヘソの緒がカラカラに乾くまで、２〜３日続けて消毒を行います。この際、ヨードチンキによる殺菌
効果はもちろんですが、薬剤が揮発する際に水分が飛ぶため、乾燥効果も期待できます。
ヘルニア・臍帯炎の対応について
　分娩後に適切な処置を行うことで、臍帯炎のリスクを
軽減させることは可能ですが、完全に防ぐことはできま
せん。
　臍輪（ヘソ穴）は出生時通常１〜２㎝開いていて、成
長とともに穴が小さくなり、閉鎖していきますが、細菌
感染による臍帯炎の腫れの影響や下痢の痛みによって子
牛が力んだ腹圧によって臍輪の閉鎖が阻害される場合も
あります。
　指１本程度の臍輪であれば自然治癒が期待できます
が、２〜３指サイズの臍輪となると脱腸（ヘルニア）の
危険性があります。この場合は、バンドなどにより脱腸を抑え、臍輪の閉鎖を促したり、外科手術など
の処置が必要になったりします。
おわりに
　今回は、分娩後のヘソの処置について簡単ではありますが説明させていただきました。臍帯炎やヘル
ニアを放置すると、腹膜炎や腸閉塞によって最悪子牛が死亡してしまう場合もあります。釈迦に説法か
とは思いますが、皆様の子牛を守る一助となれれば幸いです。お付き合いいただき、ありがとうござい
ました。

新生子牛のヘソ処置について
全国酪農業協同組合連合会　大阪支所　購買畜産担当　仁藤　裕也
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稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
用
い
た
乳
用
牛
の
育
成
方
法
の
確
立
に
つ
い
て

 

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

　

近
年
、
原
油
価
格
の
高
騰
や
円
安
等
の

影
響
に
よ
り
、
輸
入
乾
牧
草
の
価
格
は
高

値
が
続
い
て
お
り
、
今
後
も
し
ば
ら
く
は

続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
に
お
い
て
、
酪
農
経
営
の
安
定
の
た

め
に
は
、
生
産
性
を
落
と
さ
ず
に
、
経
営

コ
ス
ト
の
50
％
を
占
め
る
飼
料
費
を
い
か

に
低
減
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
テ
ー
マ
と
す
る
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
は
県
内

で
広
く
栽
培
さ
れ
、
搾
乳
牛
で
は
利
用
が

増
加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
育
成
牛
へ
の

利
用
は
、
発
育
や
繁
殖
へ
の
不
安
か
ら
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
当
研
究
所
で
は
、

今
年
度
か
ら
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
用
い
、
低
コ
ス

ト
育
成
方
法
を
確
立
す
る
た
め
の
試
験
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

試
験
内
容

　

試
験
牛
は
８
ヶ
月
齢
か
ら
15
ヶ
月
齢
の

育
成
牛
で
、
購
入
乾
草
の
７
割
を
稲
Ｗ
Ｃ

Ｓ
に
置
き
換
え
て
給
与
す
る
試
験
区
と
購

入
乾
草
と
配
合
飼
料
を
給
与
す
る
対
照
区

を
比
較
し
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

試
験
区
と
対
照
区
の
１
日
の
給
与
メ

ニ
ュ
ー
は
、
表
１
の
と
お
り
で
す
が
、
試

験
飼
料
は
、
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
と
乾
草
を
混
合
し

た
Ｐ
Ｍ
Ｒ
（
部
分
的
混
合
飼
料
）
に
し
て

給
与
し
て
い
ま
す
。（
図
２
）

　

体
重
、
体
高
、
Ｂ
Ｃ
Ｓ
、
採
食
量
等
を

定
期
的
に
測
定
し
て
発
育
や
過
肥
に
つ
い

て
調
べ
て
い
ま
す
が
、
両
区
と
も
過
肥
も

な
く
順
調
な
発
育
を
示
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
初
回
授
精
月
齢
、
授
精
回
数
、
受

胎
月
齢
な
ど
の
繁
殖
性
や
コ
ス
ト
削
減
効

果
等
に
つ
い
て
も
調
査
を
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　

試
験
は
、
研
究
所
内
で
の
給
与
試
験
の

他
に
、
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
実
際
に
利
用
し
て
い

る
農
場
へ
の
利
用
実
態
調
査
や
所
内
試
験

を
基
に
し
た
現
地
実
証
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
そ
の
際
は
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

区分
濃厚飼料（㎏） 粗飼料（㎏）

育成配合 添加剤
（注１）

稲ＷＣＳ
（注２） チモシー スーダン

試
験
区

2.0 1.0 14.0 1.5 0.5

対
照
区

2.0 1.0 0.0 4.5 1.5

※試験区と対照区は、乾物摂取量及び蛋白質充足率な
どを同程度にしている。
※（注１）添加剤…バイパス蛋白飼料
　（注２）稲ＷＣＳ…「つきすずか」茎葉型専用品種

図２　試験用ＰＭＲ

表１　１日分の現物給与量（８ヶ月齢）

図１　給与試験の様子
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※本原稿は、全酪連中四国事務所の大畠達夫副審査役が執筆され、広島県酪農協同組合の「らくのうだ
より広島（平成13年10月号）」に掲載されたものです。酪農緊急パワーアップ事業（早期乾乳緊急促
進事業）における早期乾乳に係る飼養管理技術等の習得資料としてご活用いただきたく、ご本人の承
諾をいただいて掲載しております。

１．乾乳期間は60日間？
　乾乳期間は従来から60日間が推奨されていましたが、近年のホルスタイン種の泌乳能力が飛躍的に向
上したため、分娩60日前でも20㎏／日以上の乳量は普通であり、経産牛では30㎏／日も珍しくなくなっ
てきました。そのため、「生乳生産量の向上」と「搾乳牛の健康維持」の観点から乾乳期間の見直しが
行われるようになりました。
　乾乳期間が短縮されると、搾乳期間が延長できるため経営効率向上の効果が見込まれます。
　［乾乳期間短縮による経営上の効果］
　１）搾乳期間延長による生乳総生産量の増加（経産牛中の搾乳牛率のアップ）
　２）搾乳牛舎等施設の有効利用（乾乳牛頭数は変動が大きいが、乾乳牛が減れば乾乳牛舎の過密が緩

和できる）
　３）乾乳期間の減少により乳飼比の減少（生乳生産がないのに飼料代が必要な乾乳期間が減少する）
　乾乳期間の短縮が海外から紹介され、現場において実施されるようになり数年経ちますので、その実
態を考えてみたいと思います。
２．従来の乾乳期
　乾乳期の基本として、乳腺細胞の変化を「退縮」「休止期」「再生期」の３つの段階に分け、各期間に
２～３週間が必要と考えられていたことから乾乳期間（60日）をきちんと確保することが推奨され実践
されてきました。実際、乾乳期間が極端に短い場合や無乾乳で分娩を行った場合は、飛出し乳量やピー
ク乳量が低くなる等の欠点が知られていたため習慣的に60日の乾乳期間は維持されてきました。
　［乾乳期の基本］
　１）今乳期に失ったボディコンディションを回復させる
　２）古い乳腺細胞を吸収し次乳期に向けて新しい乳腺細胞を再生する。
　　　［古い乳腺細胞の退縮］→［休止期］→［新しい乳腺細胞の再生期］
　過去の『牛』と異なり、改良が進んだ現在の『ホルスタイ
ン』は非常に乳量が高くなったため、むしろ飛出し乳量やピー
ク乳量を若干抑えた平坦な泌乳曲線の方が疾病発生の低減や
繁殖成績向上に有利となる可能性も考えられるようになり、
飼料高騰による経営向上方法の模索と相まって、酪農雑誌等
で乾乳期間の短縮についての記事が掲載されるようになって
からは、酪農家の中にも乾乳期間の短縮に取り組んだ方があ
りました。
　しかし、その結果の良否はさまざまであり以前の60日乾乳
期間に戻した話も聞きします。
　繁殖疾病に有利になる理由：負のマイナスエネルギーバランスとなる期間・量とも小さくなるから
３．乾乳期間の短縮による問題点
　乾乳期間を短縮した場合、うまくいかなかった事例を整理すると次のような牛は短縮すべきではない
ようです。
　１）初産牛（胎児の発育分に加え、ＢＣＳの回復と自分の成長にエネルギーが必要。乾乳期間は貴重

な回復期）
　２）ＢＣＳが低い牛（ＢＣＳの回復に乾乳中の時間が必要）
　３）種付け日に疑問がある牛（思わぬ早産の可能性がある抗生物質により出荷できない）
　４）乳房炎の発症歴があり、乾乳期間に再治療する必要がある牛（根本治療は乾乳期にしかできない）

乾乳期間の必要日数

（日）
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　５）双子を妊娠している可能性がある牛（早産の可能性が高い、抗生物質により出荷できない）
　６）泌乳中に問題があった牛
　以上のことからすると「乾乳期を短縮すべきでない牛」は牛舎の中に相当数存在し、全頭一律に乾乳
期間の短縮を行うのは困難であることがわかります。
４．乾乳期間の短縮を行うには
　海外で乾乳期間の短縮が定着した背景にＢＳＴと呼ばれるホルモン剤による乳量増進があります。日
本では使用されていないため、牛の個体や遺伝能力による乳量が大きく異なるため、乾乳期間や乾乳直
前の泌乳レベルを同様に考えるのはまだ困難な部分が多くあります。その上で期間短縮のメリットを生
かすためには以下の注意が必要になります。
　１）「短縮すべきでない牛」と「短縮可能な牛」を分けて、一律の乾乳期間としないこと。
　２）乾乳中の栄養レベルは、推奨されている栄養濃度よりやや低くても、乾草などを用いた給与法を

ベースとし最大限乾物摂取を維持すること。その濃度は、牧場（牛群によって乳量と乾物摂取量
に、大きな差がある）で一律とせず、調節変更が必要です。

　乾乳期の飼養管理の向上により、逆に乾乳期でもかなり乾物摂取量が高い牛群が見られるように
なりました。今まで推奨されたようなあまり高い栄養濃度では、乾乳期間中に牛が過肥になったり、
あるいは分娩直前の急激な乾物摂取量の低下やインスリン抵抗性（※）の状況に陥りやすくなり、
分娩後のトラブルが増加するようになりました。そこで、乾草を切断して給与したり、栄養濃度の
低い粗飼料を用いて（イコール嗜好性が低いのではないことに注意）ルーメンの大きさを維持した
上で、エネルギー濃度が過剰にならないよう考慮した飼料給与を行う必要があります。
※インスリン抵抗性とは：インスリンは膵臓から放出されている血糖を下げるホルモンです。イン
スリン抵抗性とは血糖値が上昇した状態が継続したためインスリンの作用により糖を取り込み、
脂肪の動因を抑える代謝反応が低下している状態で、その場合、ケトーシス、脂肪肝などの代謝
病が増加します。

　３）乾乳中のカルシウムの給与量は、乾乳前の給与量（乳による流出・胎児成長分・自己成長分・そ
の他等に対する充足程度）や給与している粗飼料によって未だ単純に決定できませんので熟慮が
必要です。

　４）使用している乾乳期用軟膏の抗生物質の残留期間を確かめておく必要があります。
５．まとめ
　乾乳期の短縮には一長一短があり、確かに予定外に早期分娩となった場合のリスクは相当なものがあ
ります。現在の飼料高騰の折、メリット部分は魅力があり取り入れたいとの考えを持たれる方もあるも
のと思います。
　まずは自らの農場の現状と個体能力を充分把握して、一部の牛で試験を行い、その結果から、自分の
牛群に取り入れるかどうかを判断してください。または、現在乾乳期間60日を基本としているのであれ
ば、50～55日への短縮から行われてみてはいかがでしょうか。
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　10月の「インボイス制度」の導入に続いて、令和６年１月１日から改正電子帳簿保存法が施行され、「電
子帳簿等保存制度」が本格的にスタートします。今回は「電子帳簿等保存制度」について説明します。
１．電子帳簿等保存制度とは
　電子帳簿等保存制度とは、所得税や法人税の申告において保存が義務づけられている「帳簿」や「書
類（領収書・請求書・決算書など）」を、『書面（紙）』でなく『電子データ（ＰＤＦやファイルなど）』
で保存することに関する制度です。
　社会のデジタル化を背景に、経理の電子化による生産性の向上や、帳簿書類保存の負担軽減を目的に、
以下の①～③のように書面だけでなく電子データでの保存も認めていこうというものです。
　書面での保存がすべて認められなくなるものではありません。

①パソコン等で作成した帳簿や書類
　　従来　…　プリントアウト（印刷）して書面で保存
　　　　　⇒　書面で保存　or　電子データのまま保存
②取引先から書面で受領した請求書や領収書など
　　従来　…　書面で保存
　　　　　⇒　書面で保存　or　スマホやスキャナで読み取って電子データとして保存
③電子メールやＷＥＢサイトなどの電子取引で電子データとして授受した請求書や領収書など（以

下「電子取引データ」）
　　従来　…　プリントアウトして書面で保存
　　　　　⇒　書面で保存　or　電子データのまま保存
　電子帳簿保存法の改正
　　Ｈ４.１〜　⇒　電子データでの保存が原則義務化（経過措置（宥恕措置）があります）
　　Ｈ６.１〜　⇒　電子データでの保存が原則義務化（経過措置（猶予措置）があります）

２．電子データ保存の義務化と宥恕（ゆうじょ）措置
　電子帳簿保存法は平成10年に施行された法律で、ＩＴの普及等に伴い数度の更改がありました。
　令和４年度税制改正（同年１月１日施行）において、「電子取引データ」はそれまで認められていた
書面での保存が禁止され、すべての事業者に電子データによる保存が義務付けられました。
　しかし、準備期間が足りないことから、令和５年12月末までの２年間を宥恕（ゆうじょ）期間とする
経過措置が設けられました。「宥恕（ゆうじょ）」とは寛大な心で許すという意味で、宥恕（ゆうじょ）
措置は、プリントアウトした書面の提示ができれば、書面の保存も認めますというものです。
３．電子取引データの保存要件
　電子取引データの保存ですが、電子データは複製や改ざんが容易にできるので、改ざんを防止するた
めの措置が必要になります。また、税務調査等で要求されたデータをすぐに明瞭な状態で提示できるこ
とが必要になります。
　そのため、以下の真実性、検索性、可視性の３つの保存要件を満たさなければならなくなりました。

電子取引データの保存要件
Ⅰ　真実性の要件
　次の①～④のいずれかの改ざん防止措置をとること
①タイムスタンプ（※）が付された後の授受
②授受後速やかにタイムスタンプを付す等
③訂正・削除の履歴を証明するシステム又は訂正・削除を防止するシステムの利用
④「正当な理由がない訂正・削除の防止に関する事務処理規程」の制定と運用
※タイムスタンプ：�電子データがある時刻に存在していたこと及びその時刻以降に当該電子データ

が改ざんされていないことを証明できる機能を有する時刻証明情報。
Ⅱ　検索性の要件
　次の①～③のすべての検索要件を満たすこと
①取引年月日、取引金額、取引先など主要な記録項目により検索できるようにフォルダを設けて保
存すること

②日付または金額の範囲指定により検索ができること。

「電子帳簿等保存制度」について
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③複数項目を組み合わせ条件により検索ができること。
Ⅲ　可視性の要件
　ディスプレイやプリンターを備えて、画面・書面で速やかに確認できること

４．保存要件への対応
　「電子取引データ」の保存要件を満たすためには、

①電子データの改ざん防止に対応した会計ソフトの導入
　複雑な検索に対応するためデータの保存方法の確立など
　　⇒　会計システムの改修にコストと時間が必要
②規程を制定と確実な運用
　　⇒　内部統制の構築などワークフローの整備が必要

５．宥恕（ゆうじょ）期間の終了と猶予措置
　今月で宥恕（ゆうじょ）期間が終わりを迎えようとしていますが、まだ一定の事業者が保存要件を満
たすことができていない状況から、令和５年度税制改正（令和６年１月１日施行）で、今度は猶予措置
が設定されました。猶予措置は次のように３段階になっています。

第１段階
①保存要件に従った電子取引データの保存ができないことについて、税務署長が「相当の理由があ
る」と認める場合。

②税務調査等の際に、電子取引データの「ダウンロードの求め」及びその電子取引データをプリン
トアウトした書面の提示・提出の求めにそれぞれ応じることができるようにしている場合。

　 　　①かつ②の場合は、保存要件を満たさなくても、電子的な保存のみでＯＫ。

第２段階
①２年前の売上高が5,000万円以下である。
②電子取引データをプリントアウトした書面を、取引年月日等の日付および取引先ごとに整理され
た状態で提示・提出できるようにしている。

　 　　①または②の場合は、保存要件「Ⅱ　検索性」は不要。
　 　　「Ⅰ　真実性」および「Ⅲ　可視性」は満たす必要がある。

第３段階
　税務調査等で求めに応じた電子取引データのダウンロードができる。
　 　　保存要件「Ⅱ　検索性」は「日付・金額・取引先」の条件で検索できればＯＫ。
　 　　「Ⅰ　真実性」および「Ⅲ　可視性」は満たす必要がある。

その他
　税務調査等で求めに応じた電子取引データのダウンロードができない。
　 　　保存要件「Ⅰ～Ⅲ」のすべての要件が必要

６．猶予措置の第１段階への準備
　令和６年１月からは、「電子取引データ」の電子データでの保存が原則義務化され、要件を満たした
保存が求められます。12月末までにⅠ～Ⅲの要件を満たした保存が間に合わない組合員の皆さんは、猶
予措置の第１段階での保存で足るように準備をお願いします。
　第１段階の猶予措置が適用されるとⅠ～Ⅲの保存要件を満たす必要はなく、電子データの保存のみで
ＯＫとなりますが、①と②の要件を両方満たす必要があります。
　①については次の「７．“相当の理由”」で説明します。②の要件としては、税務調査等の際に「ダウ
ンロードの求め」と「プリントアウトした書面の提示・提出の求め」に応じることができるように、電
子データを保存することです。税務署職員の求めに対してスムーズな対応が必要になります。そのため、
以下のような対応をお願いします。

・電子データはパソコンのデスクトップにフォルダを設けるなど、ある程度規則性をもって保存する。
・データ名は「取引年月日」＋「取引先」とする　…　など。

⇨

⇨

⇨

⇨
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県
議
会
議
員
に
要
請
書
を
提
出

　

11
月
７
日
、
酪
政
連
美
作
支
部
は
県
へ

の
要
請
と
し
て
美
作
支
部
管
内
の
県
議
会

議
員
６
名
の
方
々
に
対
し
、
窮
状
下
に
あ

る
酪
農
の
現
状
と
美
作
支
部
か
ら
の
要
請

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
議
員
の
皆
様
が
集
ま
り
や
す

い
18
時
か
ら
津
山
鶴
山
ホ
テ
ル
に
て
開

催
。
小
村
雅
紀
委
員
長
が
「
飼
料
・
資
材
・

光
熱
費
の
高
騰
に
よ
り
生
産
費
が
大
き
く

値
上
が
り
し
た
状
況
の
中
、
和
牛
・
Ｆ
１

等
の
子
牛
価
格
の
下
落
が
続
い
て
い
る
。

昨
年
11
月
、
本
年
８
月
に
は
２
度
の
乳
価

値
上
げ
が
あ
っ
た
が
カ
バ
ー
し
き
れ
ず
、

多
く
の
酪
農
家
が
経
営
の
危
機
に
直
面
し

て
い
る
。
県
・
国
に
対
し
て
さ
ら
な
る
支

援
要
請
を
お
願
い
し
た
い
」
と
、
力
強
く

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
国
産
粗
飼
料
利
用
拡
大
に
向

け
た
課
題
の
解
決
に
向
け
、
以
下
４
項
目

を
要
請
し
ま
し
た
。

〇
国
産
粗
飼
料
全
体
に
よ
る
耕
畜
連
携
の

マ
ッ
チ
ン
グ
作
業
を
行
う
専
門
部
署
の

設
立
に
よ
る
ス
ム
ー
ズ
な
受
領
体
系
の

確
立

〇
現
在
の
ロ
ー
ル
形
態
に
お
い
て
、
作
業

機
器
（
リ
フ
ト
や
グ
リ
ッ
パ
ー
等
）
と

施
設
整
備
の
補
助

〇
県
内
全
域
を
網
羅
す
る
た
め
の
流
通
網

と
運
賃
助
成

〇
耕
作
放
棄
地
削
減
の
た
め
飼
料
作
物
作

付
け
に
対
す
る
助
成

　

参
加
さ
れ
た
議
員
か
ら
は
、「
岡
山
県

独
自
の
施
策
と
し
て
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
」「
他
府
県
と
比
較
し
た
施
策
や
数

値
を
お
願
し
た
い
」「
酪
農
を
は
じ
め
、

農
業
は
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ
る
弱

体
化
が
進
ん
で
い
る
。
税
金
を
し
っ
か
り

投
入
し
、
未
来
に
向
け
た
農
業
の
在
り
方

を
協
議
し
て
い
き
た
い
」「
我
々
も
も
っ

と
酪
農
に
対
す
る
知
識
を
得
た
い
の
で
、

ど
ん
ど
ん
情
報
提
供
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
談
会
で
は
、
テ
ー
ブ
ル
ご

と
に
議
員
を
囲
ん
で
酪
農
状
況
に
つ
い
て

詳
細
な
状
況
や
課
題
に
つ
い
て
討
論
を
重

ね
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
、
よ
う
や
く
議

員
へ
の
要
請
活
動
を
本
格
的
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
美
作
支
部
と
し
て

今
後
も
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
持
続
的

な
酪
農
経
営
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
（
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟

美
作
支
部
事
務
局
）

参
加
い
た
だ
い
た
県
議
会
議
員

市
村　
　

仁　
　

山
本　

雅
彦

河
野　

慶
治　
　

本
山　

紘
司

清
水　
　

薫　
　

松
島　

幸
一

敬
称
略

７．“相当の理由”について
　税務署長が認める「相当の理由」については、同法通達と取扱通達解説で以下のように示されています。

電子帳簿保存法通達7-12
　事業者の実情に応じて判断するものであるが、例えば、システム等や社内のワークフローの整備
が間に合わない場合等が該当する。

電子帳簿保存法取扱通達解説
　例えば、電磁的記録そのものの保存は可能であるものの、保存要件に従って保存するためのシス
テム等や社内のワークフローの整備が間に合わない等といった、自己の責めに帰さないとは言い難
いような事情も含め、要件に従って電磁的記録の保存を行うことが困難な事情がある場合を対象と
するものであり、資金的な事情を含めた事業者の経営判断についても考慮がなされることになる。

　電子取引データそのものの保存はできるけれど、システム等や社内のワークフローの整備が間に合わ
ず、保存要件に従った電子取引データの保存を行うための環境整備ができていない。その理由として資
金繰りや人手不足などをあげることができれば、税務署長は「相当の理由がある」と認めると考えられ
ています。
８．まとめ
　組合員の皆さんも、電子メールを利用した見積書や請求書の授受や電気代やガソリン代の領収書をＷ
ＥＢサイトからダウンロードして徴求するなど、「電子取引データ」の利用が増えてきていると思います。
　これらの「電子取引データ」は令和６年１月からは、プリントアウトして書面で保存することが認め
られず、元の電子データで保存しなければならなくなりました。
　３つの保存要件を満たすことができない事業者には経過措置が設けられ、猶予措置が適用されます
が、猶予措置には期限がなく、いずれは３つの保存要件を満たすための対応が求められることになると
思います。
　組合員の皆さんは、当面は猶予措置の第１段階での対応をお願いします。　　　　　　　　（総務部）
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㊗
三
宅
牧
場
直
営
倉
敷
チ
ー
ズ
工
房
ハ
ル
パ
ル

第
14
回
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
３

金
賞
獲
得
‼

　

10
月
26
日
、「
第
14
回
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
２

０
２
３
」
が
東
京
で
行
わ
れ
、
倉
敷
チ
ー

ズ
工
房
ハ
ル
パ
ル
の
【
フ
ロ
マ
ー
ジ
ュ
ブ

ラ
ン
】（
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ
プ
）
が
見
事
、

金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
日
本
全
国
か
ら
自
慢
の
チ
ー

ズ
が
２
４
８
ア
イ
テ
ム
出
品
さ
れ
ま
し

た
。
金
賞
は
農
林
水
産
大
臣
賞
な
ど
大
き

な
三
賞
に
次
ぐ
賞
で
６
ア
イ
テ
ム
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。な
お
、ハ
ル
パ
ル
の
フ
ロ
マ
ー

ジ
ュ
ブ
ラ
ン
は
第
４
位
で
３
位
と
の
差
は

僅
か
に
一
点
と
な
ん
と
も
惜
し
か
っ
た
で

す
。

〝
ハ
ル
パ
ル
三
宅
春
香
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
”

　

ま
さ
か
金
賞
を
い
た
だ
け
る
と
は
夢
に

も
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
家
族
み
ん

な
驚
き
ま
し
た
。
賞

を
い
た
だ
い
た
チ
ー

ズ
は
、
生
乳
の
風
味

が
と
て
も
よ
く
現
れ

る
チ
ー
ズ
な
の
で
、

生
乳
そ
の
も
の
を
評

価
し
て
い
た
だ
け
た

気
が
し
て
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

　

次
回
の
コ
ン
テ
ス

ト
は
２
年
後
で
す
。

今
後
も
更
な
る
活
躍

に
注
目
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
備
南
事
務
所
）

お
お
さ
か
パ
ル
コ
ー
プ
職
員
向
け
産
地
研
修
会

　

11
月
９
日
、
生
活
協
同
組
合
お
お
さ
か

パ
ル
コ
ー
プ
に
て
販
売
業
務
を
行
っ
て
い

る
職
員
26
名
が
、
勝
央
町
の
檜
尾
牧
場
と

鏡
野
ク
ー
ラ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
訪
れ
、

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
協
向
け
牛
乳
は
、
濃
厚
飼
料
の
主
な

原
材
料
で
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
注
目
し

Ｐ
Ｈ
Ｃ
Ｆ
コ
ー
ン
を
給
与
し
て
い
る
牛
か

ら
搾
乳
さ
れ
た
生
乳
に
限
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
こ
の
Ｐ
Ｈ
Ｃ
Ｆ
コ
ー
ン
を
給
与

し
て
い
る
の
は
奈
義
町
７
戸
、
勝
央
町
８

戸
の
計
15
戸
の
酪
農
家
で
、
こ
の
15
戸
か

ら
生
産
さ
れ
た
生
乳
の
み
を
生
協
向
け
と

し
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｈ
Ｃ
Ｆ
コ
ー
ン
と
は「
ポ
ス
ト
・
ハ
ー

ベ
ス
ト
・
ケ
ミ
カ
ル
・
フ
リ
ー
」
の
略
で
、

農
産
物
の
長
期
保
存
や
輸
送
中
の
害
虫
や

カ
ビ
な
ど
の
発
生
に
よ
る
品
質
低
下
を
防

ぐ
目
的
で
収
穫
後
に
使
用
す
る
抗
菌
剤
等

の
化
学
物
質
を
使
用
せ
ず
、
生
産
・
流
通

し
て
い
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
こ
と
で
す
。

　

最
初
の
視
察
先
の
檜
尾
牧
場
で
は
、
初

め
て
牛
を
見
る
職
員
た
ち
は
、
穏
や
か
で

人
懐
っ
こ
い
牛
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

牛
と
触
れ
合
っ
た
後
、
牧
場
の
従
業
員

に
対
し
て
、
牧
場
の
特
徴
や
組
合
員
（
消

費
者
）
に
伝
え
て
ほ
し
い
こ
と
、
牛
を
飼

育
す
る
際
の
大
変
な
こ
と
や
課
題
等
、
多

く
の
質
問
が
飛
び
交
い
３
人
の
従
業
員
が

懇
切
丁
寧
に
回
答
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

鏡
野
ク
ー
ラ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
西

原
Ｃ
Ｓ
長
か
ら
設
備
や
乳
業
メ
ー
カ
ー
に

送
乳
さ
れ
る
ま
で
の
行
程
が
説
明
さ
れ
、

安
心
・
安
全
で
美
味
し
い
牛
乳
を
お
届
け

す
る
た
め
に
緻
密
な
検
査
と
２
重
３
重
の

チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と
に
感

銘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
消
費
者
と
直
接
触
れ
合
う
生
協

の
職
員
の
方
々
か
ら
「
生
産
者
の
想
い
や

関
係
者
の
方
々
の
努
力
が
十
分
に
理
解
で

き
た
。
こ
れ
か
ら
は
自
信
を
も
っ
て
パ
ル

コ
ー
プ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
牛
乳
を
販
売
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

消
費
者
を
対
象
と
し
た
視
察
だ
け
で
な

く
、
販
売
者
側
の
理
解
醸
成
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
お
お
さ
か
パ
ル
コ
ー

プ
様
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
津
山
事
務
所
）

鏡野クーラーステーションの
見学
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美
作
地
区
女
性
部
研
修
会

第
28
回
酪
友
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

11
月
14
日
、「
美
作
地
区
女
性
部
研
修

会
」
が
蒜
山
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
お
か
ら
く
津
山
事
務
所
の
神
野

卓
哉
所
長
代
理
を
招
き
、
薬
品
の
こ
と
や

洗
浄
の
適
切
な
工
程
等
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
義
の
中
で
出
て
き
た
「
薬

と
毒
は
匙
加
減
」
と
い
う
言
葉
は
、
薬
は

少
な
い
と
効
果
が
な
く
、
多
い
と
毒
に
な

る
こ
と
か
ら
こ
の
言
葉
が
で
き
た
そ
う
で

す
。
な
の
で
洗
剤
も
使
用
す
る
と
き
は
必

ず
量
を
守
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

一
般
的
な
例
と
し
て
、

〇
ア
ル
カ
リ
洗
剤
は
乳
脂
肪
や
た
ん
ぱ
く

質
を
結
合
し
て
分
解
し
、洗
浄
す
る
作
用
。

（
70
〜
80
℃
）

〇
酸
性
洗
剤
は
生
乳
中
の
ミ
ネ
ラ
ル
分
を

分
解
し
、洗
浄
す
る
作
用
。（
70
〜
80
℃
）

〇
酸
性
リ
ン
ス
は
酸
性
洗
剤
と
違
い
、
ア

ル
カ
リ
洗
剤
と
混
合
さ
れ
て
も
塩
素
ガ

ス
は
発
生
し
な
い
。（
35
〜
45
℃
）

※
適
正
温
度
が
異
な
る
の
で
注
意
。

　

11
月
21
日
、
西
日
本
酪
農
青
年
女
性
会

議
主
催
に
よ
る
「
第
28
回
酪
友
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
徳
島
県
徳
島
市
「
ザ　

グ
ラ
ン
ド

パ
レ
ス
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
講
演
会
が
行
わ

れ
、
ま
ず
第
１
部
で
全
酪
連
技
術
顧
問
の

永
井
秀
樹
氏
が
「
農
場
再
点
検
！
～
貴
方

の
農
場
の
可
能
性
を
見
直
そ
う
～
」
と
題

し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

乳
量
を
あ
と
１
㎏
／
頭
ア
ッ
プ
し
た

ら
、
分
娩
間
隔
を
あ
と
１
日
短
縮
で
き
た

ら
、
体
細
胞
数
を
10
万
下
げ
ら
れ
た
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
効
果
を
収
支
で
示
し
、
そ
れ

を
実
現
す
る
に
は
何
が
必
要
か
。
日
々
の

〇
殺
菌
剤
は
微
生
物
を
殺
す
、
ま
た
は
増

殖
を
抑
え
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

基
本
的
な
工
程
と
し
て
は
、

①
ト
リ
プ
ル
洗
浄
方
式
。
す
す
ぎ
→
ア
ル

カ
リ
洗
浄
→
す
す
ぎ
→
酸
洗
浄
→
す
す

ぎ
→
殺
菌

②
酸
性
リ
ン
ス
方
式
。
す
す
ぎ
→
ア
ル
カ

リ
洗
浄
→
酸
性
リ
ン
ス
→
殺
菌

③
主
洗
浄
が
１
工
程
の
洗
浄
方
式
。
ア
ル

カ
リ
洗
浄
（
毎
日
）
→
酸
洗
浄
（
３
〜

４
日
に
１
回
）
→
す
す
ぎ
→
殺
菌
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

洗
浄
剤
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
が
あ
り

ま
す
が
、
使
用
す
る
目
的
や
効
果
を
発
揮

す
る
温
度
や
濃
度
が
異
な
る
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
洗
剤
の
特
徴
を
理
解
し
て
用
法
・

用
量
を
必
ず
確
認
し
て
か
ら
使
用
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
搾
乳
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
洗
浄

方
式
は
異
な
る
た
め
、
必
ず
そ
れ
ぞ
れ
の

シ
ス
テ
ム
が
推
奨
し
て
い
る
方
法
で
実
施

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
は
研
修
会
で
は
真
剣

な
眼
差
し
で
、
そ
の
後
の
交
流
会
で
は
和

気
あ
い
あ
い
と
話
を
し
て
い
る
風
景
を
目

に
し
て
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
方
々
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
交
流
を
深
め
、
日
々

の
活
力
に
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
増
や
せ

て
い
け
た
ら
と
感
じ
ま
し
た
。

（
津
山
事
務
所
）

作
業
か
ら
必
要
な
も
の
と
そ
う
で
な
い
も

の
を
見
極
め
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
よ
り
コ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ
、
貴
方
の
牧

場
の
可
能
性
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、
家
じ
ま
い
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
屋
宜
明
彦
氏
が
「
家
じ
ま
い
の
作
法
～

親
子
で
考
え
る
生
前
整
理
の
必
要
性
～
」

と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
終
活
で
生
前
整
理
を
さ
れ
る
方

が
増
え
て
い
ま
す
が
、
自
ら
進
ん
で
整
理

を
始
め
て
い
れ
ば
良
い
が
、
家
族
か
ら
は

中
々
言
い
出
し
づ
ら
い
。
亡
く
な
っ
た
後

で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
り
困
ら
な
い
よ
う

に
、
自
分
は
ど
う
し
た
い
か
、
家
族
の
立

場
か
ら
は
ど
う
し
て
欲
し
い
か
意
思
を
伝

え
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
そ
れ
を

す
る
に
は
、
ま
ず
普
段
か
ら
会
話
を
し
、

何
で
も
話
し
や
す
い
状
況
を
作
っ
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
生
前
整

理
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
普
段
か
ら

夫
婦
・
親
子
間
で
会
話
を
し
、
情
報
共
有

や
意
思
の
疎
通
を
図
る
こ
と
の
重
要
性
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

研
修
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
恒
例
の
各

県
よ
り
賞
品
を
持
ち
寄
り
抽
選
会
も
行
わ

れ
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。ま
た
、

久
し
ぶ
り
に
会
う
他
県
酪
友
と
の
話
に
花

が
咲
き
ま
し
た
。

（
生
産
支
援
課
）

研修会風景

講演会のようす
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県
産
飼
料
利
用
拡
大
研
修
会（
美
作
地
域
）

　

11
月
24
日
、「
県
産
飼
料
利
用
拡
大
研

修
会
（
美
作
地
域
）」
が
お
か
や
ま
酪
農

業
協
同
組
合
本
所
３
階
大
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
同
地
域
の
永

禮
牧
場
で
利
用
状
況
の
視
察
が
あ
り
、
約

58
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

県
産
飼
料
（
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
等
）
利
用
に
取

り
組
ん
で
い
る
梶
岡
牧
場
の
梶
岡
由
嗣
氏

と
宮
野
牧
場
の
宮
野
晃
好
氏
と
永
禮
牧
場

〇
殺
菌
剤
は
微
生
物
を
殺
す
、
ま
た
は
増

殖
を
抑
え
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

基
本
的
な
工
程
と
し
て
は
、

①
ト
リ
プ
ル
洗
浄
方
式
。
す
す
ぎ
→
ア
ル

カ
リ
洗
浄
→
す
す
ぎ
→
酸
洗
浄
→
す
す

ぎ
→
殺
菌

②
酸
性
リ
ン
ス
方
式
。
す
す
ぎ
→
ア
ル
カ

リ
洗
浄
→
酸
性
リ
ン
ス
→
殺
菌

③
主
洗
浄
が
１
工
程
の
洗
浄
方
式
。
ア
ル

カ
リ
洗
浄
（
毎
日
）
→
酸
洗
浄
（
３
〜

４
日
に
１
回
）
→
す
す
ぎ
→
殺
菌
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

洗
浄
剤
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
が
あ
り

ま
す
が
、
使
用
す
る
目
的
や
効
果
を
発
揮

す
る
温
度
や
濃
度
が
異
な
る
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
洗
剤
の
特
徴
を
理
解
し
て
用
法
・

用
量
を
必
ず
確
認
し
て
か
ら
使
用
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
搾
乳
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
洗
浄

方
式
は
異
な
る
た
め
、
必
ず
そ
れ
ぞ
れ
の

シ
ス
テ
ム
が
推
奨
し
て
い
る
方
法
で
実
施

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
は
研
修
会
で
は
真
剣

な
眼
差
し
で
、
そ
の
後
の
交
流
会
で
は
和

気
あ
い
あ
い
と
話
を
し
て
い
る
風
景
を
目

に
し
て
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
方
々
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
交
流
を
深
め
、
日
々

の
活
力
に
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
増
や
せ

て
い
け
た
ら
と
感
じ
ま
し
た
。

（
津
山
事
務
所
）

の
永
禮
淳
一
氏
が
講
師
を
行
い
、
県
産
飼

料
を
使
い
た
い
と
考
え
て
い
る
畜
産
農
家

に
、
各
農
場
の
県
産
飼
料
の
使
用
状
況
や

給
餌
方
法
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
永
禮
牧
場
へ
移
動
し
、
刈

取
り
機
械
や
ロ
ー
ル
置
き
場
な
ど
草
地
管

理
に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

（
津
山
事
務
所
）

県産飼料の利用について考えた研修会

牧場での視察風景

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
視
察
研
修

　

お
か
ら
く
女
性
部
の
若
手
女
性
を
対
象

に
し
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
で
は
、
11
月
28

日
に
神
戸
市
「
弓
削
牧
場
」
へ
視
察
研
修

に
行
き
ま
し
た
。

　

弓
削
牧
場
は
神
戸
の
市
街
地
か
ら
閑
静

な
住
宅
街
の
道
を
抜
け
た
場
所
に
位
置
し

て
お
り
、
で
き
る
か
ぎ
り
牛
の
生
態
に
合

わ
せ
た
健
康
な
飼
い
方
を
し
な
が
ら
乳
を

搾
り
、
チ
ー
ズ
や
お
菓
子
、
自
家
レ
ス
ト

ラ
ン
、
野
菜
や
ハ
ー
ブ
の
栽
培
、
ホ
エ
ー

を
利
用
し
た
石
鹸
や
基
礎
化
粧
品
、
バ
イ

オ
ガ
ス
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

弓
削
牧
場
の
弓
削
忠
生
・
和
子
ご
夫
妻

に
牧
場
内
の
案
内
を
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
設
備
を
見
学
し
ま
し

た
。
中
で
も
バ
イ
オ
ガ
ス
の
施
設
は
皆
さ

ん
興
味
津
々
で
い
ろ
い
ろ
と
質
問
も
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

バ
イ
オ
ガ
ス
発
生
で
使
っ
た
消
化
液
は

液
肥
と
し
て
畑
へ
、
そ
の
畑
で
栽
培
さ
れ

た
野
菜
は
チ
ー
ズ
や
ハ
ー
ブ
と
共
に
自
家

レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
視

察
の
後
は
レ
ス
ト
ラ
ン
「
チ
ー
ズ
ハ
ウ
ス

　

ヤ
ル
ゴ
イ
」
で
昼
食
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ホ
エ
ー
を
使
っ
た
シ
チ
ュ
ー
や
新
鮮

野
菜
と
フ
レ
ッ
シ
ュ
チ
ー
ズ
を
添
え
た
鶏

の
ハ
ー
ブ
焼
き
、
自
家
製
ミ
ル
ク
た
っ
ぷ

り
の
カ
フ
ェ
オ
レ
を
い
た
だ
き
、
チ
ー
ズ

を
使
っ
た
ク
ッ
キ
ー
や
ミ
ル
ク
ジ
ャ
ム
の

試
食
も
用
意
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
女

性
部
で
は
消
費
拡
大
活
動
で
牛
乳
料
理
の

紹
介
な
ど
し
て
い
ま
す
が
、
ヒ
ン
ト
に
な

る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
産
支
援
課
）

弓削ご夫妻

見学のようす
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●

●

●

ひ

ろ

ば

　
「
協
同
組
合
と
は
？
」
と
聞
か
れ
た

と
き
に
、
何
と
答
え
ら
れ
ま
す
か
。

　
「
産
業
革
命
が
始
ま
っ
て
、
資
本
主

義
の
波
に
取
り
残
さ
れ
た
人
々
が
、
自

分
た
ち
の
生
活
を
守
る
た
め
に
ロ
ッ
チ

デ
ー
ル
組
合
を
…
」「
日
本
で
は
二
宮

尊
徳
が
…
」
な
ど
を
思
い
出
し
て
も
、

上
手
く
説
明
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、「
相
互
扶
助
」
や
「
一
人
は

万
人
の
た
め
に
、
万
人
は
一
人
の
た
め

に
」
な
ど
の
言
葉
は
出
て
き
ま
す
が
、

後
が
続
か
な
い
で
す
ね
。
自
分
の
考
え

て
い
る
協
同
組
合
に
つ
い
て
、
即
答
で

き
る
方
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

教
科
書
な
ど
で
は
、「
共
通
の
思
い

を
も
っ
た
人
び
と
が
、
お
金
も
う
け
の

た
め
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
し

そ
の
も
の
を
よ
く
す
る
た
め
に
自
主
的

に
つ
く
り
、
民
主
的
に
運
営
す
る
経
済

組
織
」
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、「
同
じ
願
い
や
課
題
を

も
っ
て
い
る
人
が
、
事
業
を
通
し
て
願

い
や
課
題
を
か
な
え
る
組
織
」
と
答
え

て
い
ま
す
。
と
あ
る
研
修
会
の
講
師
先

生
の
受
け
売
り
で
す
が
…
。
お
か
ら
く

に
当
て
は
め
る
と
「
酪
農
経
営
の
安
定

と
、
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
」
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
相
互
扶
助
」
と
は
、
誰
か
に
助
け

て
も
ら
う
、
他
人
任
せ
で
な
く
、
人
と

人
が
助
け
合
い
、
力
を
合
わ
せ
て
、
自

ら
道
を
切
り
開
い
て
い
こ
う
と
い
う
、

お
互
い
の
「
自
主
・
自
立
」
が
前
提
と

な
る
も
の
で
す
。

　

来
年
が
良
い
年
に
な
る
よ
う
に
、
も

う
一
度
、
本
組
合
の
原
点
で
あ
る
「
お

か
ら
く
綱
領
」
に
立
ち
返
っ
て
、
組
合

員
の
皆
さ
ん
と
私
た
ち
役
職
員
の
一
人

一
人
が
助
け
合
い
、
力
を
合
わ
せ
て
こ

の
難
局
に
立
ち
向
か
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。お

か
ら
く
綱
領

わ
た
し
た
ち
は
、

１
．
お
か
や
ま
酪
農
協
の
も
と
に

一
致
団
結
し
て
、
理
想
の
酪

農
郷
を
築
こ
う
。

１
．
協
同
友
愛
の
精
神
に
基
づ
き

広
く
同
志
と
協
力
し
、
組
合

運
動
を
通
じ
、
豊
か
な
生
活

を
築
こ
う
。

１
．
常
に
酪
農
業
の
研
磨
に
努

め
、
視
野
を
広
く
も
ち
、
社

会
的
地
位
の
向
上
と
豊
か
な

農
村
社
会
の
建
設
を
図
ろ

う
。

「
お
か
ら
く
綱
領
」に

立
ち
返
っ
て

内
部
監
査
室　

髙
橋　

一
樹

秀
実
小
学
校
バ
タ
ー
作
り
教
室

　

12
月
１
日
、
津
山
市
倭
文
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
主
催
「
児
童
バ
タ
ー
づ
く
り

体
験
実
習
事
業
」の
一
環
と
し
て「
バ
タ
ー

づ
く
り
教
室
」
を
津
山
市
立
秀
実
小
学
校

で
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
バ
タ
ー
づ
く
り
教
室
は
、
２
年

生
（
10
名
）
と
地
域
協
議
会
の
役
員
の
方

で
行
い
ま
し
た
。
津
山
市
立
倭
文
ふ
れ
あ

い
学
習
館
生
涯
学
習
指
導
員
の
森
里
さ
ん

よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
事
務
局
よ

り
乳
牛
に
つ
い
て
ク
イ
ズ
形
式
で
説
明
を

し
ま
し
た
。
牛
の
胃
が
ド
ラ
ム
缶
ほ
ど
の

大
き
さ
が
あ
る
こ
と
に
ビ
ッ
ク
リ
し
た

り
、
１
日
に
出
す
乳
の
多
さ
に
驚
い
た

り
、
オ
ス
牛
は
お
肉
に
な
る
こ
と
に
衝
撃

を
受
け
た
り
…
。
説
明
後
、
子
ど
も
た
ち

グ
ル
ー
プ
・
協
議
会
の
方
グ
ル
ー
プ
で
、

生
ク
リ
ー
ム
の
入
っ
た
ボ
ト
ル
を
振
り
、

バ
タ
ー
作
り
開
始
！

　

最
初
は
、
不
安
そ
う
に
ボ
ト
ル
を
振
っ

て
い
た
子
ど
も
た
ち
で
す
が
、
途
中
、
ボ

ト
ル
の
蓋
を
開
け
、
バ
タ
ー
が
で
き
て
い

る
か
確
認
し
な
が
ら
作
り
ま
し
た
。
全
員

が
出
来
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
ク
ラ
ッ
カ
ー

に
つ
け
て
試
食
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら「
わ
ー
美
味
し
い
！
」

「
バ
タ
ー
だ
け
で
食
べ
て
も
美
味
し
い

よ
」「
家
で
も
作
り
た
い
」「
手
作
り
だ
と

自
分
で
味
付
け
で
き
る
か
ら
美
味
し
い
」

な
ど
好
評
で
し
た
。

　

最
後
に
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
牛
乳
大

好
き
！
」「
来
年
も
来
て
く
だ
さ
い
！
」

と
う
れ
し
い
言
葉
が
聞
け
ま
し
た
。

　

毎
年
こ
の
地
域
（
津
山
市
倭
文
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
）
は
小
学
校
と
連
携
し
、

各
学
年
ご
と
に
交
流
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
酪
農
理
解

醸
成
・
牛
乳
普
及
活
動
の
イ
ベ
ン
ト
や
行

事
で
、
子
ど
も
た
ち
が
牛
や
酪
農
、
牛
乳

に
つ
い
て
少
し
で
も
興
味
を
も
っ
て
く
れ

る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

（
事
務
局
）

楽しかったバター作り
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事

報

理

会

告

　

令
和
５
年
10
月
31
日
、
第
２
７
８
回
理

事
会
を
理
事
10
名
、
監
事
３
名
が
出
席

し
、
開
催
し
た
。

　

長
恒
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
５
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
に

つ
い
て

　

令
和
５
年
度
９
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

○
上
期
決
算
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
上
期
決
算
は
事
業
利
益
で

は
７
，９
８
２
千
円
の
黒
字
決
算
と
な
り

ま
し
た
が
、
為
替
の
関
係
で
棚
卸
差
損
が

大
き
く
影
響
し
、
昨
年
に
比
べ
１
６
，

２
８
１
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
経
常

利
益
は
１
４
，２
４
２
千
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。

○
役
員
選
任
規
程
内
規
の
変
更
に
つ
い
て

　

役
員
定
数
の
地
区
割
の
決
定
に
伴
い
、

役
員
選
任
規
程
内
規
の
変
更
に
つ
い
て
協

議
し
承
認
し
た
。

お
　
　
礼

　

こ
の
た
び
、
津
山
市　

森
本　

達
也
様
よ
り
見
舞
返
礼
金
と
し
て
、（
一
財
）

お
か
ら
く
教
育
振
興
会
に
金
一
封
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
主
旨
に
従
い
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
高
梁
大
池
山
育
成
牧
場
利
用
組
合
か
ら

の
要
望
に
つ
い
て

　

高
梁
大
池
山
育
成
牧
場
利
用
組
合
か
ら

の
運
営
支
援
要
望
に
つ
い
て
協
議
し
、
支

援
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

○
酪
農
業
賠
償
責
任
保
険
に
つ
い
て

　

保
険
期
間
の
満
了
に
伴
い
、
継
続
加
入

を
承
認
し
た
。

○
議
事
録
閲
覧
謄
写
等
請
求
事
件
着
手
金

の
支
払
い
に
つ
い
て

　

議
事
録
閲
覧
謄
写
等
請
求
事
件
着
手
金

の
支
払
い
に
つ
い
て
内
容
を
確
認
し
、
支

払
う
こ
と
を
承
認
し
た
。

○
体
細
胞
測
定
機
の
購
入
に
つ
い
て

　

現
在
使
用
し
て
い
る
測
定
機
の
老
朽
化

に
伴
い
体
細
胞
測
定
機
の
更
新
に
つ
い
て

検
討
し
、
２
台
を
購
入
す
る
こ
と
を
承
認

し
た
。

○
報
告
事
項

　

内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て
、
問
題
債
権

農
家
の
状
況
に
つ
い
て
、
第
２
四
半
期
苦

情
等
の
報
告
に
つ
い
て
、
料
理
コ
ン
ク
ー

ル
・
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
に
つ
い

て
、
全
酪
冬
ギ
フ
ト
の
協
力
に
つ
い
て
、

現
況
調
査
の
取
り
ま
と
め
修
正
に
つ
い

て
、
農
協
法
第
27
条
３
項
閲
覧
等
請
求
事

件
の
控
訴
審
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

令
和
５
年
の
乳
代
精
算
日
を
次
の
通
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
総
務
部
総
務
経
理
課
）

月 乳代精算日

１月分 Ｒ６年２月20日

２月分 Ｒ６年３月21日

３月分 Ｒ６年４月22日

４月分 Ｒ６年５月20日

５月分 Ｒ６年６月20日

６月分 Ｒ６年７月22日

７月分 Ｒ６年８月20日

８月分 Ｒ６年９月20日

９月分 Ｒ６年10月21日

10月分 Ｒ６年11月20日

11月分 Ｒ６年12月20日

12月分 Ｒ７年１月20日

乳
代
精
算
日
の
お
知
ら
せ

ご
協
力
と
お
願
い

　

日
頃
よ
り
組
合
業
務
に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
末
年
始
の
業
務
は
、
12
月
30
日
㈯
か
ら
１
月
３
日
㈬
ま
で
休
業
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
緊
急
の
場
合
に
は
連
絡
表
に
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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生乳販売量（令和5年度）

6，５００

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００
ｔ

購買取扱数量（令和5年度）生乳販売量（令和4年度） 購買取扱数量（令和4年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

10

10
４～10

４～10
10

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

５５６,３３５
３,９９０,７４１

７,５６０
５３,５７９
３１９,２８２

,

２９９,９１６
２,０５４,０１０

７,３５２
５１,４８４
７６,２０５

１１１,３７９
９３２,１７７

１１８
１,４８０

１０２,９４１

１４５,０４０
１,００４,５５７

９０
６１５

１４０,１３６

95.4 
94.7 
96.0 
96.1 
95.5 

95.8 
95.5 
95.8 
96.6 
95.8 

90.7 
90.0 
100.0 
80.6 
91.5 

98.5 
97.8 
109.8 
101.8 
98.5 

5,157

5,411

7,560

7,889

　

11
月
に
つ
い
て
は
、
前
月
に
比
べ
出
回
り
頭
数
は
増
加
す
る
な
か
、
通
常
の
回
転
需

要
に
加
え
更
新
需
要
の
活
発
化
に
よ
り
、
平
均
価
格
は
税
込
44
万
４
千
円
（
前
月
比

１
万
４
千
円
高
）
と
保
合
い
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

12
月
に
つ
い
て
は
、
上
場
の
一
部
が
春
産
み
と
な
り
、
全
国
的
に
導
入
需
要
が
強
ま

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
相
場
は
強
含
み
で
推
移
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。 北

海
道
初
妊
牛
価
格

主な行事
12月
７日　全酪団体協管内視察研修（〜８日）
８日　セントラルジャパン役員会

会長・事務局会議
　　　青年部交流会
11日　中国地区Ｂ＆Ｗショウ打合せ会議
　　　県酪政連委員会
13日　おからく酪農講演会
20日　管理職会議
21日　おかやまホルスタイン改良同志会

役員会
　　　勝央町酪農組合研修会
26日　理事会
29日　仕事納め
１月
４日　新年互礼会
25日　管理職会議
２月
１日　理事会
　　　役員コンプライアンス研修会
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